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１
６
８
９
（
元
禄
２
）
年
３
月
27

日
、
松
尾
芭
蕉
は

門
人
の
河
合
曾
良
を
伴
い
、
江
戸
・
深
川
か
ら
東
北
・

北
陸
地
方
を
経
て
、
大
垣
に
到
着
す
る
ま
で
の
お
よ

そ
２
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
１
５
０
日
に
及
ぶ
「
奥

の
細
道
」
の
旅
に
出
立
し
ま
す
。

　
こ
の
旅
の
途
中
、
芭
蕉
は
２
度
小
松
の
地
を
訪
れ

ま
す
。
同
じ
土
地
を
２
度
訪
れ
た
の
は
全
国
で
も
小

松
だ
け
。

　
以
来
３
３
０
年
、
俳
諧
が
盛
ん
だ
っ
た
縁
も
あ
り
、

小
松
に
は
芭
蕉
や
当
時
の
俳
人
ゆ
か
り
の
足
跡
が
た

く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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蕉
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能
順
の
功
績
と
小
松
の
俳
諧

　
１
６
５
７
（
明
暦
３
）
年
、
加
賀
前
田
家

三
代
利
常
公
に
よ
り
小
松
天
満
宮
が
造
営

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
初
代
別
当
と
し
て
、

京
都
北
野
天
満
宮
か
ら
連
歌
の
第
一
人
者

で
あ
る
能
順
が
招
か
れ
ま
す
。
小
松
の
人
々

は
、
俳
諧
に
通
じ
る
連
歌
を
能
順
か
ら
直

接
学
ぶ
機
会
を
得
て
、
そ
れ
が
小
松
に
お

け
る
俳
諧
の
発
展
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
芭
蕉
と
句
会
を
行
い
、
連
歌
に
も

秀
で
た
越
前
屋
歓
生（
能
順
の
高
弟
）や
、「
奥

の
細
道
」
の
旅
で
金
沢
か
ら
越
前
松
岡
ま
で

芭
蕉
に
同
行
し
た
立
花
北
枝
（
蕉
門
十
哲
の

一
人
）な
ど
、
俳
書
に
名
を
残
す
よ
う
な
人
々

が
小
松
か
ら
多
く
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
松
で
の
芭
蕉
の
行
程
と

詠
ん
だ
句

　
芭
蕉
は
、
町
人
た
ち
と
の
句
会
な
ど
で
、

有
名
な
句
を
残
し
て
い
ま
す
。
行
程
を
た

ど
り
な
が
ら
一
部
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
７
月
24
日
（
新
暦
９
月
７
日
）

金
沢
か
ら
小
松
へ
。

◎
７
月
25
日
　
多
太
神
社
を
訪
れ
た
後
、
本

折
日
吉
神
社
の
句
会
に
招
か
れ
て
句
を
披

露
。

「
し
ほ
ら
し
き

名
や
小
松
吹
く 
萩
す
ゝ
き
」

◎
７
月
26
日
　
歓
生
宅
で
句
会
に
参
加
。

「

ぬ
れ
て
行
や

人
も
お
か
し
き 
雨
の
萩
」

◎
７
月
27
日
　
莵
橋
神
社
を
参
詣

し
、
多
太
神
社
に
句
を
奉
納
。
　

「
む
ざ
ん
や
な

甲
の
下
の 
き
り
ぎ
り
す
」

◎
８
月
２
日
　
山
中
温
泉
に
滞
在
中
、
小

松
の
塵
生
よ
り
乾
う
ど
ん
２
箱
が
届
き
、

返
書
を
送
る
。

◎
８
月
５
日
　
曾
良
と
分
か
れ
、
再
び
小

松
へ
。
途
中
、
那
谷
寺
に
寄
り
句
を
詠
む
。

「
石
山
の 
石
よ
り
白
し 
秋
の
風
」

二木紫石「芭蕉画像」
（市立博物館 蔵）

と
き

　11
月
23
日
（
土
・
祝
）
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　と
こ
ろ

　粟
津
演
舞
場
（
井
口
町
ヘ
11
）

「
奥
の
細
道
」
の
魅
力
と
楽
し
み
方
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

奥
の
細
道
紀
行
３
３
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

奥
の
細
道
こ
ま
つ
『
彩
』
の
ま
ち
を
歩
く
！

　
　奥
の
細
道
の

　
　旅
の
文
学
を
楽
し
む

　
紀
行
文
「
奥
の
細
道
」
の
魅
力
を
音
楽
と

と
も
に
お
伝
え
し
ま
す
。

い
ろ
ど
り

「奥の細道」「能順」

関連の特別展

博物館特別展 「おくのほそ道

330年　芭蕉とこまつ」

　芭蕉の小松来訪とその前後を中心に、

芭蕉に関わった小松の人々や、ゆかりの地、

来訪後の小松の俳諧文化を紹介します。

とき　9月21日(土)～11月24日(日)

休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）、

祝日の翌日

入館料　300円（高校生以下無料）

問　博物館　☎22・0714

石川県立歴史博物館秋季特別展

「加賀前田家と北野天満宮」

　重要文化財の文台や能順画像ほか小松

天満宮所蔵資料が公開されます。

会期　9月14日（土）～11月4日（月・休）

※10月7日（月）は展示替えのため閉室

会場　石川県立歴

史博物館

観覧料　一般800

円、大学生640円、

高校生以下無料

問　石川県立歴史

博物館　☎076・

262・3236

　　 芭蕉ウオーク

　「不易流行」をテーマに、芭蕉ゆかり

の寺社や、現代の小松の顔であるこま

つの杜やサイエンスヒルズこまつを

巡るウオーキングを行います。

とき　10月14日（月・祝）8時30分～15時（受

付：7時30分～）

集合場所　市役所前　　コース距離　14㎞

参加費　500円（市外の人は、当日申し込みの

場合1,000円）

申込期限　9月30日（月）

そのほか　参加資格、申込方法などの詳細は

市ホームページをご覧ください。

問　医療保険サポートセンター　

☎24・8058

松尾芭蕉（1644～1694）

江戸時代の俳諧師。伊賀上野（現在の三重県伊賀市）生まれで、

29歳のときに江戸に出る。各地を旅し、俳諧と紀行を交えた

文学作品を残す。最もよく知られるのが『奥の細道』。

か
わ
い
　
そ
　
ら

1

▲朗読：松浦このみ（朗
読と音楽で空間をつく
るgusuto de piro主宰）

　
　奥
の
細
道
の

　
　旅
の
楽
し
み
方
を
学
ぶ

　
「
奥
の
細
道
」
の
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
を
女

性
目
線
で
解
説
し
ま
す
。

2

▲講師：関屋淳子（旅恋

代表、トラベルライター）

▲演奏：八木美知依（箏

演奏家）

　
　第
８
回
小
松
ビ
ジ
ュ
ア
ル

　
　俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
受
賞
作
品
の
紹

介
と
表
彰
を
行
い
ま
す
。

応
募
締
切
　
８
月
30
日
（
金
）

3

「能順画像」（部分）

小松天満宮 蔵

か
ん
せ
い

ほ
く
し

は
ぎ

さ
ん
け
い

じ
ん
せ
い


